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生物標本
＝ある生物がいつ、どこにいたかを示す物的証拠
＝さまざまな形で利用できる資源



膨大な標本の蓄積

モノ＝標本としての
利活用

コト＝情報としての
利活用



サイエンスミュージアムネット
(S-Net)

• 国立科学博物館が運営す
る自然史系標本データの
共有ネットワーク

• 博物館・研究所など100以
上の機関から提供をうけた
約817万件のデータを公開 https://science-net.kahaku.go.jp/



「ミヤマカラスアゲハ」を検索



北海道のミヤマカラスアゲハマップ

地図出典：Google Map（©Google）



各参加機関が所蔵する生物標本！

S-Netのデータのもとになるのは…



地名ラベル・コレクションラベル

地名ラベルの例

コレクションラベルの例

NSMT-I-L-30001

地名（日本語）
地名（英語）
緯度経度情報
採集日
採集者

機関の
略号

コレクションの
略号

標本番号



S-Netの標本データ共有

1. 参加機関の担当者は、S-Netが提供するデータ変
換ツールを利用して、自機関のデータをS-Net形式
に変換

2. 参加機関の担当者は、変換後のデータを
S-Net事務局へ送付

3. S-Net事務局は、最終チェック後にデータを
S-Netポータルウェブサイトより公開

https://science-net.kahaku.go.jp/app/page/tool_download.html

詳細はS-Netウェブサ
イトで確認できます



S-Net形式とは？
• S-Netのデータ形式
• 標本に関する様々な
項目を用意（178項目）
–標本番号
–種名・分類
–採集地・日付
–地質年代（化石）
– タイプ標本情報

• 多くの項目が日本語と
英語で記入可能



S-Netがつなぐ世界

博物館博物館 博物館

S-Net
観測

データ
学術研究

データ
文化系
データ

地域
データ

生物多様性情報学
オープンサイエンス

文化施設など
デジタルアーカイブ

JBIF ジャパンサーチ

GBIF

国内共有

国際共有



データクリーニングとは？



「データクリーニング」とは？

データを「きれいにする」ことで
品質を高め利用しやすくすること

「きれいにする」とは？

誤字・表記や形式の揺れを統一させること



形式的な表記揺れ

• 記号の使い方
• 空白の入れ方
• 誤記
• 略称

等々…

Lepidoptera Science 70: 99–148
Lepidoptera Science 70:99–148
Lepidoptera Science 70: 99 – 148
Lepidoptera Science 70: 99–148.
Lepidoptera Science, 70: 99–148
Lepidoptera  Science 70: 99–148
Lepidptera Science 70: 99–148
Lepidoptera Science 70: 99-148
Lepidoptera Science 70: 99–148
Lepid. Sci. 70: 99-148
Lepid Sci 70: 99-148
Lep. Sci. 70: 99-148



ファセット表示で見る表記揺れ

S-Net 「モンシロチョウ」の検索結果

「日本」「日本国」「Japan」
「中国」「中華人民共和国」

「都道府県」をつけるかつけないか？



なぜ困る？

• 同じ国・地域の表記が統一してい
なければ、正しい答えに行き着け
ない。検索もうまくいかない

• S-Netでできるだけ統一されてい
れば、利用者の手間を減らせ、検
索時の漏れも減らせる

S-Netには、何カ国・地域のモンシロチョウの標本が登
録されているのか？



表記揺れあれこれ
• 形式的な違い 「日本」「日本国」

「チョウ目」「チョウ」

• 正式名と通称 「中華人民共和国」「中国」

• 典拠の違い 「チョウ目」「鱗翅目」

• 追加情報 「チョウ目（鱗翅目）」 「チョウ目チョウ類」

• 誤記 「チヨウ目」

S-Net 「モンシロチョウ」の検索結果

（2021年時点の結果）



いつクリーニングするのか？
• S-Net変換前（マスターデータ）作成時
• あとから見つかった修正が必要な箇所は、
クリーニング済データに反映させたあと、
再度クリーニングを実施

• S-Net変換ツールにも簡易クリーニング機能あり

データ入力
クリーニング
済データ

S-Net提出
データ

データクリーニング S-Netデータ変換



どんなことをするのか？

• 形式の統一
–全角・半角
–ひらがな・カタカナ、大文字・小文字
–余計な空白や記号の除去

• 表記の統一
–同じデータの書き方を統一する（名寄せ）
–対応するデータを同じように入れる
（例：和名から学名を入力）



データクリーニングのツール

• 表計算ソフトウェア
– Microsoft Excel, Google Spreadsheetなど

• データクリーニングソフトウェア
– Open Refine

• 専用のプログラム・ウェブ上のツール
–事前整形支援ツール・変換ツール
–レッドデータチェッカー
– GBIFの学名チェッカー

• テキストエディタ
• プログラム（マクロ・スクリプト）による自動化


